
　昭和 28 年になって米国からいわゆるﾏﾙﾁｷｭﾘｰｿｰｽ

と称するｺﾊﾞﾙﾄ 60 の大量線源が輸入されるようにな

り,わが国でも方々の病院でｶﾞﾝﾏ線遠隔照射治療が行

われはじめた｡この線源はｷｭﾘｰ数で値付けされてい

たが,購入した病院から放射能の値と照射線量率出力

とが合わない,というｸﾚｰﾑが寄せられるようになった｡

その主な原因は線源中でのｶﾞﾝﾏ線の自己吸収による

ものであったが,RI協会ではﾋﾞｸﾄﾘｰﾝのrﾒｰﾀを購入し,

出力測定ｻｰﾋﾞｽをはじめ,私もそのお手伝いをした｡ｽﾄ

ｯﾌﾟｳｫｯﾁ片手にｼｬｯﾀを開閉し,接眼ﾚﾝｽﾞから石英ﾌｧｲﾊﾞ

ｰを覗きこむ作業の繰り返しは,決して楽ではなかっ

たことを思い出す｡今ではﾃﾞｼﾞﾀﾙで直読でき,線量率

でも積算線量でも自由自在である｡

　その後,原研のﾗｼﾞｵｱｲｿﾄｰﾌﾟ研修所でしばらく物理

実習の一部を担当したが,一番の苦労のたねは放射線

測定器の故障修理であった｡ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ化された今日で

は,もはやこのような悩みは少ない｡

　電子技術の発達のおかげで,新しい便利な測定器が

続々と開発され,通常の事業所における要求はほぼ十

分満たされていると言ってよいであろう｡

残されているのは,中性子とﾗﾄﾞﾝといったところであ

ろうか｡

　一方,測定器が便利になりすぎると,人は測定結果

のﾁｪｯｸを怠り,その指示値を信用して,それを鵜呑み

にしがちになる｡現在市販されている管理用放射線

測定器は,JISが整備されていることもあって,品質管

理が行き届き,故障を起こすことも少なくなった｡ま

た,ﾓﾆﾀ類はｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続され,放射線管理記録がﾌﾟﾘ

ﾝﾀから直接打ち出されてくるという,至極便利な世の

中である｡しかし,それだからといって,数年前に行っ

たｱｲｿﾄｰﾌﾟ事業所に対するｱﾝｹｰﾄ調査の結果が示すよ

うに,日常の保守･点検をせずに済ましている事業所

が多いという実態は感心できない｡これは,費用や手

間が掛かるということ以前に,そもそも保守･点検の

必要性に対する認識が不足しているためではないか

と考えられる｡測定器にはいつも疑いの目で接する

という心掛けが必要かもしれない｡

　放射線測定器今昔
　　　　　　　　　　　　　日本アイソトープ協会

常務理事　浜田　達二



Ⅰ.はじめに
　Ⅹ,γ線の線量に関しては,国際度量衡局並びに一

次標準研究所において確立された照射線量標準の国

際比較により,実現出来る最高の精度で標準の国際的

整合が図られている｡一般に一次標準研究所は,この

照射線量標準を定量の根拠としており,空気ｶｰﾏ等の

実用量は照射線量からの誘導量として求められてい

る｡

　我が国では,一次標準研究所の電子技術総合研究所

により照射線量の標準供給が行われている｡放射線

利用分野毎に測定対象量は異なり,治療分野では水吸

収線量が,防護分野では線量当量が,各々照射線量標

準を基に求められている｡

　照射線量から線量当量への換算係数は,光子ｴﾈﾙｷﾞｰ

に大きく依存する｡したがってⅩ,γ線計測器の線量

当量感度を求めるには,照射線量率と線質とが既知の

Ⅹ,γ線標準場が必要である｡

Ⅱ.X,γ線標準場
　Ⅹ線の線量測定器の感度校正には,制動Ⅹ線と蛍光

Ⅹ線とが用いられる｡

　制動Ⅹ線による連続ｽﾍﾟｸﾄﾙのⅩ線標準場の場合に

は,Ⅹ線発生装置と高純度のｱﾙﾐﾆｭｰﾑ,銅,錫並びに鉛ﾌ

ｨﾙﾀｰの組み合わせにより線質調整が行われる｡線質

は,Ⅹ線管の加速電圧,半価層及び実効ｴﾈﾙｷﾞｰ,均等度,

平均ｴﾈﾙｷﾞｰ,ｽﾍﾟｸﾄﾙ幅(半値全幅)等の複数ﾊﾟﾗﾒｰﾀを用

いて表現される｡また,連続ｽﾍﾟｸﾄﾙのⅩ線の線量率は

管電流及び焦点から規定面までの距離の組み合わせ

により調整される｡

　連続ｽﾍﾟｸﾄﾙのⅩ線場は,線質及び線量率を勘案して

規格･標準化される｡

　電子技術総合研究所では,実効ｴﾈﾙｷﾞｰと最高光子ｴﾈ

ﾙｷﾞｰとの比により定義される線質指標(QI と呼称)の

概念を導入し,連続ｽﾍﾟｸﾄﾙのⅩ線標準場を線質指標に

基づき分類する事を提唱している｡線質指標は連続,

有界の無次元ﾊﾟﾗﾒｰﾀで,線量測定器の感度のｴﾈﾙｷﾞｰ特

性の解析等において有用なﾊﾟﾗﾒｰﾀである｡電総研で

は,既に 0.3 から 0.9 の領域において,0.1 刻みの線質

指標に対応する 7 系列の標準Ⅹ線場の設定を行って

いる｡

　米国の国立標準技術研究所(NIST)では,線量率範

囲を分類基準として3系列30種類の標準Ⅹ線場の設

定を行っている｡

　国際標準化機構(ISO)では,Ⅹ線量測定器の感度校

正に用いるⅩ線装置の仕様を規定した｡即ち,ﾀﾝｸﾞｽﾃﾝ

陽極のⅩ線管を備え,脈動率が 10%未満の定電圧Ⅹ

線発生装置が対象になっている｡ISOは,4系列 36種

類のⅩ線標準場を規格化した｡その分類の規準は,2

系列がｽﾍﾟｸﾄﾙ分布の幅の広狭,残りの 2系列は線量率

の高低に着目している｡

　連続ｽﾍﾟｸﾄﾙⅩ線標準場の実効ｴﾈﾙｷﾞｰ範囲は 8keV

から 250keVであり,線量率範囲はⅩ線発生装置の定

格に依存するが,(10－７～1)C･kg-1･h-1程度である｡

　蛍光Ⅹ線を用いた単一ｴﾈﾙｷﾞｰのⅩ線標準場の設定

には,特定の物質で作られたﾗｼﾞｴｰﾀを制動Ⅹ線により

励起して K-Ⅹ線を発生させ,特定の物質で作られた

純化ﾌｨﾙﾀｰによりα成分のみを選択的に取り出す方

法が採られる｡ISOでは,とびとびに 14種類の単一ｴﾈ

ﾙｷﾞｰⅩ線標準場が規格化されている｡ｴﾈﾙｷﾞｰ範囲は

8.64keV から 98.4keV までで,線量率の範囲は数

mC･kg-1･h-1以下である｡

　一般にγ線源として使用される放射性核種は,光子

ｴﾈﾙｷﾞｰの異なる複数のγ線を放出し,更に娘核種のγ

線と特性Ⅹ線の放出を伴う｡したがって,γ線標準場

の設定に際しては,ﾌｨﾙﾀｰによる光子ｽﾍﾟｸﾄﾙの調整が

必要になる｡

　また,γ線照射装置周辺からの散乱線の混入を低減

するように留意しなければならない｡一般に,ｼｬﾄﾞｳｺｰ

ﾝ法を用いて自由空間における散乱線成分と一次線

成分とを分離し評価できる｡

137Csγ線についてｺﾘﾒｰﾄﾋﾞｰﾑの例を図に示す｡

Ⅲ.X,γ線標準場と換算係数
　整列･拡張場を形成する標準場を想定し,自由空間

における連続ｽﾍﾟｸﾄﾙ及び線ｽﾍﾟｸﾄﾙⅩ線の照射線量を

それぞれ∫Ⅹ(E)・dE,∑Ⅹi(Ei)とし,ｴﾈﾙｷﾞｰ Eの光子

＝解説＝

１ｃｍ線量当量測定の実際

電子技術総合研究所　崎原　克彦



に対する照射線量から関心点における線量当量への

換算係数を F(E)とすると,自由空間における照射線

量Ⅹtと関心点における線量当量 Htとは次式で与え

られる｡

　Ⅹt=∫X(E)･dE+∑Ⅹi(Ei)

　H t =∫F(E)･Ⅹ(E)･dE+∑Fi(Ei)･Ⅹi(Ei)

従って,標準場における照射線量から関心点における

線量当量への等価換算係数 Feqは,

　Feq=Ht/Ⅹtになる

　光子ｴﾈﾙｷﾞｰEに対応する換算係数F(E)と等価換算

係数 Feq とが等しくなる E を,等価ｴﾈﾙｷﾞｰと呼ぶ｡
241Am 線源については ,線質が無調整の場合と

0.2mm 厚の銅ﾌｨﾙﾀｰを使用した場合とでは,等価換算

係数及び等価ｴﾈﾙｷﾞｰの何れもが約 3倍異なる｡

Ⅳ.実効ｴﾈﾙｷﾞｰと平均ｴﾈﾙｷﾞｰの適用性
　Ⅹ線に対しては実効ｴﾈﾙｷﾞｰを,γ線には平均ｴﾈﾙｷﾞｰ

を用いて線質を表現する｡

　標準場の実効ｴﾈﾙｷﾞｰ或いは平均ｴﾈﾙｷﾞｰを Ef とし,

対応する換算係数を F(Ef)とすると,実効ｴﾈﾙｷﾞｰ或い

は平均ｴﾈﾙｷﾞｰを適用することにより生じる系統誤差

の誤差率δは次式で与えられる｡

　δ=100×｜Feq-F(Ef)｜ /Feq (%)

　実効ｴﾈﾙｷﾞｰを求めるに当たり,30keV 以下の場合

にはｱﾙﾐﾆｳﾑを,それ以上の場合には銅を用いて半価層

を測定するものとする｡また,測定器の感度の校正を

0.7 以上の線質指標の標準Ⅹ線場で行った場合,上記

の誤差率は高々2%である｡

　一般のｶﾌﾟｾﾙで密封された 137Cs,57Co 並びに 60Co

γ線源の場合,低ｪﾈﾙｷﾞｰγ線及び特性Ⅹ線の混入の割

合を低ﾚﾍﾞﾙに押えることができ,等価ｴﾈﾙｷﾞｰと平均ｴﾈ

ﾙｷﾞｰとがほぼ等しくなる｡241Am及び 133Baの場合に

は,等価ｴﾈﾙｷﾞｰと平均ｴﾈﾙｷﾞｰとが異なり,ﾌｨﾙﾀｰ条件に

依存する｡

　241Am 線源が放出するⅩ,γ線の場合,等価ｴﾈﾙｷﾞｰ

と平均ｴﾈﾙｷﾞｰとの差異は ,線質調整を行わないと

108%になり,厚さが 0.2mm の銅ﾌｨﾙﾀｰの使用により

僅か 4%になる｡誤差率についても同様で,186%が

1%に改善される｡
133Ba 線瀕が放出するⅩ,γ線の場合,等価ｴﾈﾙｷﾞｰと平

均ｴﾈﾙｷﾞｰとの差異は,線質調整を行わないと 6%にな

り,厚さが 0.2mm の白金ﾌｨﾙﾀｰの使用により僅か

0.3%になる｡誤差率については,1%が 0.1%になる｡
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　IAEA(国際原子力機関)は,加盟する発展途上国に

対して原子力関連技術の技術援助を実施している｡

このうちｱｼﾞｱ･太平洋地域の国々を対象とした地域

協力協定(Regional Cooperative Agreement : RCA)

の主要ﾃｰﾏである｢放射線防護の強化｣ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの一環

として個人線量計相互比較が 1990年に実施された｡

　個人線量計相互比較は,各種個人線量計を同一条件

で照射し,その評価結果を相互に比較し,分析,検討を

行うものである｡欧米では各種の個人線量計の性能

把握と品質保証の観点から盛んに実施されている｡

今回の相互比較は,ｱｼﾞｱ･太平洋地域の国々の個人線

量測定技術ﾚﾍﾞﾙの把握に重点をおいて実施された｡

線量計の照射,ﾃﾞｰﾀの収集等は日本原子力研究所が担

当し,結果は各参加機関より 1名ずつの出席によるﾜｰ

ｸｼｮｯﾌﾟにおいて分析,検討された｡今回の照射は,各国

の技術ﾚﾍﾞﾙを考慮して,旧来の単位(照射線量:単位 R)

を用い,自由空気中照射により実施された｡対象線種

は光子のみで,Ⅹ線 4種,γ線 2種の計 6種類の照射が

実施された｡

　今回の相互比較への参加機関は 14 ｶ国の 15 機関

(ﾍﾞﾄﾅﾑからは 2 機関が参加した)であり,15 種類の個

人線量計が調査対象となった｡提出された個人線量

計は大別するとTLDとﾌｨﾙﾑ線量計の2種類であった

が,概してTLDの方が良好な結果が得られていた｡こ

の理由としては東南ｱｼﾞｱ地域の気候とﾌｨﾙﾑの構造と

の関係,またﾌｨﾙﾑのｴﾈﾙｷﾞｰ依存性に係る線量評価の複

雑さ等の影響があるものと推察される｡表 1 に今回

の相互比較への参加国を示す｡また図 1a),b)に結果の

一例を示す｡

　上記の個人線量計相互比較は,IAEAの RCA ﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑとして 1991 年以降も継続されることになってお

り,ｱｼﾞｱ各国の技術力の向上と個人ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ測定量の

統一に寄与することが期待されている｡

表 1　IAEA/RCA個人線量計相互比較参加国一覧

AUSTRALIA BANGLADESH

CHINA INDIA

INDONESIA KOREA Rep.of

JAPAN MALAYSIA

PAKISTAN PHILIPPINES

SINGAPORE SRI LANKA

THAILAND VIETNAM

アジア・太平洋地域の個人線量計国際相互比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本原子力研究所

線量計測課　村上　博幸



　泊原子力発電所の建設が予定された敷地内には,ﾍﾛ

ｶﾙｳｽ遺跡等縄文時代中期の多くの遺跡群が存在し,発

電所建設に先立って発掘調査が行われた｡さらに,発

掘された遺物は,本年6月ｵｰﾌﾟﾝされる発電所PR館に

保管展示される予定となっている｡著者は,放射線計

測協会主催の｢原子力教養講座｣に参加したのが縁と

なって今回,この一文を記することになりました｡遺

跡発掘は本来原子力とは無縁と思われるが,調査技術

として 14C年代測定,ｳﾗﾝのﾌｨｯｼｮﾝ･ﾄﾗｯｸ法等でつなが

りがあるのは興味深い｡

　北海道の西部,後志支庁管内の北部で日本海に大き

く張りだす積丹半島の西南基部に位置する泊村には,

道内初の原子力発電所である北海道電力泊発電所が

ある｡

　この発電所建設に伴う工事予定地内の埋蔵文化財

包蔵地,いわゆる遺跡の緊急発掘調査は,昭和 57 年度

から同 59 年度までの 3 ｶ年にわたって実施された｡

初年度は,(財)北海道埋蔵文化財ｾﾝﾀｰが掘株 1･2 遺跡

を調査した｡残りの遺跡は,昭和 58年 4月に設立され

た北海道文化財研究所がﾍﾛｶﾙｳｽ遺跡,茶津遺跡,宮丘 1

遺跡,茶津貝塚の順に調査を実施し,同 59 年に終了し

た｡

　これら 6遺跡の調査総面積は,約 26,000m2,出土遺

物総点数は,約 100 万点を越え,現在当研究所で室内

整理作業を継続中である｡

　ここでは,全国的にもめずらしい海獣犬歯製の釣り

針が発見された茶津貝塚の調査方法や,他の遺跡の興

味深い分析結果及び分析途中の一部を紹介してみた

い｡

　茶津貝塚は,調査面積 7500m2,縄文時代中期(約

5000 年前)の遺跡である｡貝塚本体は,遺跡の北側に

位置し東西約 25m,南北約 12m の広がりをもってい

た｡調査は,この貝塚本体に,50cm 四方のｻﾝﾌﾟﾙｽﾎﾟｯﾄ

を設定し,各ｽﾎﾟｯﾄ毎に厚さ 5cm を基本にｶｯﾄし,層位

別に上から順に全ての貝層を採集する方法を用い

た｡

採集ｻﾝﾌﾟﾙ数は,約 15,800 ｶｯﾄを数え,その体積は約

80m3近く,重量では約 90t近くにも達した｡これらは

調査終了後 1mm ﾒｯｼｭの篩で水洗し,各ｻﾝﾌﾟﾙ中に含

まれる人工･自然遺物を抽出選別した｡

　この結果,土器石器の他に,従来発見されずらかっ

た小さな骨角器,真珠,ﾋﾄの乳歯等が発見された｡

　釣り針は,全部で 57点,このうち 7点が完形品で残

りは破損品であり,約 1.5cm～3.6cm程の小さなﾀｲﾌﾟ

であった｡縄文時代の釣り針の材質は,全国的に見て

鹿の角が一般的であるが,当貝塚の場合は,全てﾄﾄﾞ･ｱ

ｼｶ･ｵｯﾄｾｲ等の海獣犬歯製であった｡他にも海獣犬歯

で,荒割りされたもの,あるいは,研磨されたもの等

100 点程出土しており,これらの資料から釣り針の製

作工程が復元された｡

　真珠は,全部で 26 個(径 1.7～45mm)発見された｡

これら真珠の母貝分析は,蛍光Ⅹ線定性分析の結果,

貝層からも選別抽出された海水産二枚貝,ｲｶﾞｲ科中の

ｴｿﾞﾋﾊﾞﾘｶﾞｲではないかと推定された｡又 1 個だけが

中心部に人工的に穿孔されており,このﾀｲﾌﾟでは日本

で一番古いものである｡

　ﾍﾛｶﾙｳｽ遺跡でも出土遣物の科学的分析を試みた｡A

地点の竪穴住居跡から採取された木炭の 14C 年代測

定では,4,990±100yB.P～4,200±90yB.P との測定

結果を得た｡又特異な石製品の全面に塗られた黒い

付着物からは,｢残存脂肪酸分析法｣により海産動物脂

肪の脂肪酸とｽﾃﾛｰﾙが検出され,動物種としてｲﾙｶ･ｵｯﾄ

ｾｲが特定された｡

　掘株 1 遺跡では,蛍光Ⅹ線分析によるﾋｽｲ製垂飾品

の産地分析,及びｳﾗﾝ 238のﾌｲｯｼｮﾝ･ﾄﾗｯｸ法により石器

原材料である黒曜石の産地分析をそれぞれ専門の

方々へ依頼中である｡

　　　　　　　　　　　(平成 3年 2月 20日)

遺跡発掘調査について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道文化財研究所

資料室長　吉田　玄一



　今回｢はかるくん｣の貸出を受け,身の回わりの放射

線の測定を体験しました｡自然放射線は地域によっ

てかなりの変化があるようです｡私の観測でも,同じ

場所ではﾒｰﾀの表示はあまり変化せず単調でしたが,

移動する乗物の中では通過する場所の自然放射線の

強弱に鋭敏に反応し,興味ある変化を示しました｡以

下に,地下鉄,自動車,旅客機内での放射線ﾚﾍﾞﾙの時間

的経過を観測した結果を紹介します。

①地下鉄東西線の自然放射線

　荒川以東で高架となるため低く,以西で地下となる

ため高い｡また地質などの違いで変化し,隅田川川底

が最も高い｡

②中央自動車道恵那山ﾄﾝﾈﾙの自然放射線

　木曽山脈を貫く 8.6km のﾄﾝﾈﾙで,ﾌｫｯｻ･ﾏｸﾞﾅのため

か,西半分が高く,東半分が低い｡

③旅客機座席での自然放射線

　ｸﾞﾗﾌで真中の高い部分は宇宙線によるもので,飛行

高度と正の相関がある｡離陸後と着陸前に低くなる

のは地面から離れることにより大地からの放射線が

減少するためである｡

　また新幹線座席での自然放射線についても｢はか

るくん｣の手引の図と同様の傾向が見られた｡

【編集注記】　｢はかるくん｣は 1時間当りの放射線

量(1分計測値)を10秒毎に更新表示します｡検出部は

ﾖｳ化ｾｼｳﾑとｼﾘｺﾝﾀﾞｲｵｰﾄﾞで,主に大地からの自然放射

線を対象としており,宇宙線に対しては感度がかなり

低くなっています(～1/3)｡

「はかるくん」による自然放射線の測定

大阪府立住之江高等学校　岡　多賀彦



放射能測定実演事始め

　通産省資源ｴﾈﾙｷﾞｰ庁からの受託業務｢移動車両に

よる放射線知識普及事業｣の最初のﾃｰﾏで2月19日か

ら 22日まで測定実演説明会を 4回実施した｡実施に

先立ち食品中の放射能の測定を中心に,空気中の放射

能,自然放射線も加えた測定実演のための測定ｼｽﾃﾑと

説明用ﾊﾟﾈﾙ,OHP 等一式を揃え専用車に搭載できる

よう準備した｡珠州市における今回のPR活動のｽｹｼﾞ

ｭｰﾙは下表のとおりである｡

1. 2月 19日 14～16時　商工会議所　講演会形式
　ｵﾋﾟﾆｵﾝ･ｻｰｸﾙ　参加 22名　持参食品 2点
2. 2月 20日 10～15時半　商工会議所　展示会形式
　一般市民　参加 35名　持参食品 4点
3. 2月 21日 10～15時半　宝立公民館　展示会形式
　一般市民　参加 18名　持参食品 5点
4. 2月 22日 10～12時　産業ｾﾝﾀｰ　展示会形式
　市役所職員　参加 46名　持参食品 8点

　放射能,放射線の測定実演によるPRの方法として,

当方で計画したﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによって,一定時間内に暮ら

しの中の放射能,放射線の解説と測定実演を行う講演

会形式による方法と,会場に測定装置,説明用ﾊﾟﾈﾙ等

を並べて店開きをし,開催時間中参加者が都合のよい

時間に来訪してもらう展示会形式による方法とがあ

る｡今度の説明会ｼﾘｰｽﾞでは,第 1 回が前者,2～4 回が

後者の形で行われた｡

　参加者の人数は予測より少なかったが,参加者の理

解度は思ったよりよく,われわれの企画に対しても大

部分の人が好意的に対応してくれたのは嬉しかった｡

ｳｲｰｸﾃﾞｰにこの種の説明会を開くと,どうしても若年

層の参加がむずかしいため,参加者の年令層が高くな

る｡これは今後の課題でもある｡(伊藤直次)

研修講座のご案内

　平成 3年度も,下記日程により研修講座の開催を予

定しております｡放射線管理業務に必要な入門的知

識の習得を目的とした｢放射線管理入門講座｣および

同業務に要求される中級程度の知識の習得を目標と

した｢放射線管理･計測講座｣のほか,原子力関連職場

の事務系職員,原子力施設のある地方自治体職員さら

に一般の人で原子力の知識を身につけようとする

方々を対象とした｢原子力教養講座｣の 3 講座につい

て実施します｡

　また,これら定期講座のほか,放射線取扱主任者受

験のための出張講座のほか,放射線業務従事者の教育

訓練の講習等もあわせて行っておりますので,お問い

合わせ下さい｡

　　　　　　　平成 3年度研修計画

講 座 名 日  程
受講料

(円)
放射線管理入門講座

第 14回
第 15回

第 16回

平成 3年
5.20（月）～5.24（金）

10.14（月）～10.18（金）
平成 4年
1.20（月）～1.24（金）

54,000

放射線管理・計測講座

第 36回
第 37回
第 38回

第 39回

平成 3年
6.17（月）～6.21（金）
9.9（月）～9.13（金）

11.11（月）～11.15（金）
平成 4年

3.9（月）～3.13（金）

56,000

原子力教養講座

第 15回

第 16回

平成 3年
7.15（月）～7.19（金）
平成 4年
2.17（月）～2.21（金）

52,000

＊ 消費税額として,上記受講料の 3%の額を

借受けさせて頂きます。

放射線管理研修用ﾋﾞﾃﾞｵﾃｰﾌﾟについて

　原子力施設内の作業に徒事する人を対象に,放射線

防護の立場から,放射線管理区域出入り時に守るべき

基本的事項や管理区域内での放射線作業で採るべき

行動等について,ｲﾗｽﾄや実写による映像から正しい知

識の習得が図られるよう,｢視聴覚教材｣としてご利用

いただくことを目的としたものです｡

　標題:｢放射線作業の実際｣(付属解説書付)

　　　　VHSまたはβⅡ:27分

　　　頒布費:36,000円/巻(消費税,送料込)



　当協会は,放射線測定の精度及び信頼度の向上が原

子力及び放射線の安全確保･向上の基礎となるべき

ものであることを考慮しつつ,社会のﾆｰｽﾞに応えるべ

く,平成3年度は,下記の業務を平成2年度に引き続き

積極的に推進する｡

　特に校正,計測に関する技術開発及び PA に関連す

る放射線,放射能の測定と測定器の開発等の要請に対

しては,一層の努力を傾注することとし,科学技術庁

等からの受託調査研究の要請に積極的に応える｡

(1)放射線測定器の点検･校正等

　ｲ.放射線測定器の点検･校正については,新法令

の施行に伴う校正技術の向上と定着に努めると

ともに,原子力施設等の実情とﾆｰｽﾞの把握に努め,

業界の要望に応えられるよう前年度に引き続き

努力する｡

　ﾛ.標準照射については,精度の高い照射技術の維

持向上に努めるとともに個人線量測定機関等へ

の指導協力を引き続き進める｡

　ﾊ.N-16の高ｴﾈﾙｷﾞｰｶﾞﾝﾏ線による標準照射及びｶﾞ

ｽﾓﾆﾀの校正試験など,当協会特有の技術による業

務をさらに充実させる｡

　ﾆ.新型放射線測定器の特性試験等を通じ,放射線

測定の精度と信頼性の向上に資する｡

(2)放射能試料の測定及び放射化分析

　施設の放射線管理試料,環境試料及びﾊﾞｲｵｱｯｾｲ試料

の放射能測定を行うとともに,試験研究用試料,全身

計測等の面で原研に協力する｡放射化分析について

は,前年度と同様依頼試料の分析業務を行う｡

　また,放射性ﾖｳ素捕集材の捕集性能試験を実施す

る｡

 (3)放射線管理技術者等の研修

　前年度と同様に定期講座を計 9 回実施するほか地

方自治体職員等を対象とした原子力知識普及講座等

の研修活動を積極的に進めることにより,放射線安全

に関する知識の普及を図る｡

(4)調査及び試験研究

　科学技術庁,(財)原子力安全研究協会等に協力し,放

射線計測器標準化のための試験研究を行う｡

(5)公衆に対する放射線関連知識の普及

　国からの委託により,前年度に引き続き平成元年度

に開発した簡易放射線測定器が一層広く活用される

よう,貸出し対象の拡大,維持管理と必要な増産,特性

試験等を行う｡また,食品放射能測定の実演,説明会を

開催するなど,国の PA活動に協力し,一般公衆への放

射線に関する基礎知識の普及に努める｡

(6)放射線管理業務の実施

　原研の要請に応え,前年度に引き続き施設の放射線

管理業務を一部受託する｡

(7)成果の普及

　協会の業務実績,新たに確立した技術開発成果その

他必要な情報について,学会,関連委員会等を通じて,

協会業務の普及に努めるとともに学会･産業界等の

関係者との円滑なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図るために｢放計協ﾆｭ

ｰｽ｣を発行する｡

(8)放射線計測協議会

　当協会の業務を通じて科学技術庁,学会,産業界等

のﾆｰｽﾞに効果的に対応できるよう各界専門家との技

術的な意見の交換を行う｡

(9)組織の新設

　公衆に対する放射線関連知識の普及等委託業務の

増大に対応するため,担当部を新設する｡

（財）放射線計測協会平成３年度事業計画　(主要事項)
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編　集　後　記

　本ﾆｭｰｽが関係者に広く読んで項けるために固くなり

すぎないように心掛けているつもりです｡

　本号では技術的情報のほかに遺跡の発掘調査につい

て紹介して頂きました｡このような記事を毎号掲載でき

ればと思っています｡御意見を編集に寄せて頂ければ幸

いです｡　　　 (吉田芳和)


